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私が確率論の研究を始めて４０年以上になりますが、この間に確率論は著しい発展
を遂げてきました。その中を私はランダムウォークのように右往左往しながらやって
きたのですが、その間の確率論の発展を概観するとともに、近年私が取り組んできた
「Parabolic Anderson model」や「ランダム環境下の確率モデル」の問題についてお話
したい。


